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1  :ま  じ め に

近年、消費者の食生活が変化し,食の外部化により外

食や中食が盛んになつてきており,業務用としての調理

・流通形態に適した品種に対する需要や要望が高まつて

いる。

青森県では,米の新規需要の開拓や地域の特色ある米

づくりのために,玄米形質や利用方法に特徴のある新形

質米品種の育成に取り組んできた。

「青系 147号」は, これらの取組みの中から育成され

た極小粒 という,粒大に特徴がある品種で,2001年 か

ら青森県の奨励品種決定試験に供試され,栽培特性と利

用方法の両面から検討を行つた結果有望 と認められ ,

2002年 2月 に青森県の認定品種に指定された。現在 ,

品種登録を出願中である。

ここでは,「青系 147号」を育成する過程で明らかと

なった特性について報告する。

2育 成 経 過

「青系 147号」は,1992年に青森県農業試験場 (現

農林総合研究センター)において,「 H91‐33/コ シヒカリ」

の Flを母 ,「青系 114号」を父として,人工交配を行つ

た後代から育成された品種である。同年冬期間に温室で

Fl世代を栽培 し,翌 1993年 (F2世代)からは集団栽

培を行い,1996年に個体選抜を行つた。 1997年 (F。世

代)以降は系統栽培により選抜と固定を図つてきた。1998

年 (F7世代)から生産力検定試験並びに特性検定試験

に供試した結果有望と認められたので,2000年 (F。世

代)に 「青系 147号Jの地方番号を付し,2001年から

奨励品種決定試験に供試 してきた。

3 特性の概要

(1)形態的特性

「青系 147号」の移植時の苗丈は「むつほまれ」並で ,

本田初期から中期の生育は,草丈が 「むつほまれ」並で

茎数は並かやや少ない。葉色は生育期間を通して濃い。

得長は 「むつはまれ」よりやや長い中短得で,穂長は短

く,穂数が並かやや少ない,草型が中間型の糎種である。

止葉はやや短く直立し,穂首が太く穂はやや立つ。得の

大さは「むつほまれ」並に太く,倒伏抵抗性は「むつほ

まれJ並の 「強Jである。粒着密度は「やや密」で,亡

は無く,ふ先色は「褐」で,脱粒性は「難」である (表 1,

表 2)。

(2)生態的特性

「青系 147号Jの出穂期は 「むつほまれ」より2日 程

度遅いが,籾数が同程度で極小粒であるため登熟が早く,

成熟期は 1日 程度早い。青森県では 「中生」に属する。

収量性は低く,「むつほまれ」の 6～ 7割程度である (表

2)。 障害型耐冷性は「やや強Jで,いもち病真性抵抗性

遺伝子型は+と 推定され,圃場抵抗性は葉いもちが「強J,

穂いもちが 「極強」である。穂発芽性は「やや難」であ

る (表 3)。

(3)品質・食味特性・利用例

「青系 147号」の玄米は,「むつはまれ」より粒長が

極めて短く,形状は 「極円」,粒大は「極小」で,玄米

千粒重は 14g程度と「むつはまれ」の約 6害1の大きさで

ある (表 1,表 2,表 4)。 玄米は,乳自・腹自粒の発生

は少ないが,色沢が濃い飴色で,縦溝が深く,外観品質

は「むつほまれ」よりやや劣る。精米白度は 「むつほま

れ」より低く,胚芽が残 り易い (表 5)。 自米のタンパ

ク質含量は 「むつほまれ」より高い (表 3)。 炊飯米は

やや硬く粘 りが弱く,食味総合評価は 「むつはまれ」よ

り劣るが (表 6),こ つぶでパラパラした食感を活かし

て,ライスサラダやピラフ,チャーハン等の調理飯や玄

米混ぜご飯等の玄米食にも利用できる。

4 栽培上の留意点

播種量は,極小粒であるため,中苗育苗の場合には 1

箱当たり乾籾で 60gと する。施肥量は 「むつはまれJの

地帯別施肥基準に準ずる。登熟が早いので,刈 り遅れな

いよう注意する。また,販路を確保 し,価格設定等につ

いて取り決めるなど,契約栽培を原則とする。
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表1 -般特性調査結果

系統名
品種名

青系 147号

むつはまれ

苗 丈

やや長

やや長

玄米

か
一掛

脱
粒
性
一難

難

額一秘
密

葉
身
色
一酢
添
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太  岡1
太

細

難一嘲
軸

多少 長短
毎   _

稀  極短

ふ先色  粒着

褐

黄自

形状
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中 やや小

表 2

系統名

品種名

出穂期 成熟期 得長 穂長  穂数  倒伏  全重
程度

玄米重 玄米重
標準比

千粒重 玄米
品質

(卜9)(月 日)(月 日)(cm)(cm)(本 /ポ)(l15)
早事,終 147号    t票月巴    8 5    916    79    151    416    00    1498    408      62     143    54

t,´つlままオし           8 3    917    76    168    419    02    1541    657    (100)    223    46

青系 147号  多肥
むつほまれ

8 5    919    83    153    469    05    1765    540      71     141    55

8 3    923     80    178    480    26    1867    762    (100)    220    47

注)1998～ 211112年調査の平均値。標肥 :N08+0 2kg/a,多 肥 :N12+0 3kg/a。 玄米の選別は,青系 147号が 17mm
(1999～ 2001年 )及び 18mm(1998,2002年 ),むつほまれは 19mmの節による。

種 名 アシース

系 147号 + 去い蠍P難    76      187     56

むつほまれ   P″   やや強  やや強   中   中   65  190  72  中上

注)1998～ 2002年 (生産力検定試験標肥区)。 タンパク質含量 :近赤外分析計 (イ ンフラライザー)で測定。
アミロース含量 :オートアナライザーで測定。味度 :ト ーヨー味度メーターで測定。

表 4 粒形調査結果
系統名  粒長  粒幅  粒厚  粒長/粒幅 粒長×粒幅
品種名   (mm) (mm) (mm)           (mm2)
青系 147号  362  271  209   134     980
を,イ)|■ 1にオι   501    294    212       171         1472
注)211110・ 211112年調査の平均値。生産力検定試験標肥区。

青系 147号は 18mm,むつはまれは 19mmの飾で選別 した玄米を
各 30粒 , 2反復で調査 した。

表 5 掲精試験結果

青系 147号 つがるロマン

写真 1 籾 (上 )と 玄米 (下 )

40秒      50秒      60秒      70秒      80秒
系統名

品種名 度自
芽

存
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胚

残
率

続
始
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蹄
始
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米

度

玄

白
胚芽

残存 自度
率lhl

褐精 胚芽

歩合 残存 自度
llt ttω

掲精 胚芽    掲精 胚芽
歩合 残存 自度 歩合 残存 自度
(り  率0 0 率m

青系 147号

むつはまれ

904  109  338

905   52  408

896   7,   349

896   38   423

890   54   359

886   31   430

884   55   372

873   26  446

160   913   179  230

192  915  83  392

注)2002年 ,生産力検定試験標肥区。掲精は ke■ 社試験用精米機 TP‐2型を使用。試料 100g。
は適掲精時の掲精歩合を示す。胚芽残存率は,胚芽残存程度に応じて 10,05,03,01の 係数を乗じ

た合計粒数により算出。各 100粒の 3回平均値。自度は,kct社自度計 C300‐ 3を使用。 2回平均値。
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注)・ ,'t, ネ'*は t検定の結果,基準品種 との差がそれぞれ 5%,1%,

-2-

01%水 準で有意であることを示す。


